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一
面

祝

第
７
通
信
大
隊
六
十
三
周
年
式
典
、
第
三
十
一
代
第
１
通
信
中
隊
長
着
任

二
面

第
八
代
最
先
任
上
級
曹
長
上
番
、
転
入
者
紹
介

三
面

令
和
五
年
度
冬
季
戦
技
競
技
会
、
大
隊
創
立
六
十
三
周
年
記
念
会
食
、
活
躍
隊
員
、
稲
妻
会

四
面

昇
任
、
指
定
、
人
事
往
来
、
賞
詞
、
隊
員
自
主
募
集
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

結
婚
し
ま
し
た
、
令
和
六
年
度
定
年
予
定
者
、
ご
家
族
の
皆
様
へ
、
栄
典
業
務
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着
任
の
辞

今
日
、
第
三
十
一
代
第
通
信
中
隊
長
に
着
任
し
ま
し
た
萬
谷
一

尉
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
歴
史
と
伝
統
が
あ
る

第

通
信
大
隊
に
着
任
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
非
常
に
光
栄
に

思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
承
知
の
と
お
り
、
現
在
の
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障

環
境
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
元
旦
に
発

生
し
た
能
登
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、

大
規
模
地
震
に
対
す
る
備
え
を
一
層
準
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で
、
第
７
通
信
大
隊
第
１
通
信
中
隊
に
課

さ
れ
る
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一
昨
年
末
に
い
わ
ゆ
る
戦
略
三
文
書
と
い
う
も
の
が
国
か
ら
発

出
さ
れ
て
、
陸
上
自
衛
隊
は
、
領
域
横
断
作
戦
等
、
新
し
い
も
の

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
中
で

要
望
事
項
と
し
て
考
え
て
い
る
も
の
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
エ
ラ
ー
」
こ
れ
を
皆
さ
ん
に
対
す
る
要
望
事

項
と
し
て
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
意
味
が

あ
っ
て
一
つ
は
、
新
し
い
も
の
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
業
務
に
対
し
て
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
し
て
成
長
・
改
善
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
が
、
物
事
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
す
る
と
必
ず
失
敗
も

付
い
て
き
ま
す
。
そ
の
失
敗
（
エ
ラ
ー
）
を
繰
り
返
し
改
善
し
て

い
く
こ
と
で
進
化
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆

エ
ラ
ー
」
を
恒
常
業
務
の
場
か
ら
教
育
訓
練
の
場
ま
で
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
常
に
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
、
こ
れ
が
第
１
通
信
中

隊
の
進
化
に
繋
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
第
１
通
信
中
隊
に
課
さ
れ
る
課
題
は
多
く
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
し
っ
か
り
成
し
遂
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
の
で
、
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
と
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
本
当
に
楽
し
み
に
に
思
っ
て

い
ま
す
。
私
も
精
一
杯
や
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
に
も
精
一
杯

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
を
も
っ
て
私
の
着
任
の
辞
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
六
年
三
月
十
八
日

第
１
通
信
中
隊
長

一
等
陸
尉

萬

谷

亘

平成１３年 ３月 第１特科群
１３年 ６月 第１１戦車大隊
２２年 ３月 第１１偵察隊
２５年 ３月 第１１通信中隊
２７年 ３月 北部方面通信群

令和 ３年 ８月 北部方面総監部防衛課
４年 ８月 北部方面総監部システム通信課
６年 ３月 現職

前中隊長 日下１尉は通信学校
（久里浜）に御栄転されました。

離
任
中
隊
長

大隊長統率方針

「所命必遂」

大隊長要望事項

「有事必通」
「進化無限」

「チャレンジ
＆
エラー」

萬谷一尉 略歴

大
隊
は
、
令
和
六
年
二
月
十
七
日
（
土
）
東
千
歳
演
習
場

第
二
滑
走
路
に
お
い
て
、
創
隊
六
十
三
周
年
記
念
式
典
を
実

施
し
た
。
式
典
に
は
、
第
十
四
代
大
隊
長
菊
地
様
、
Ｏ
Ｂ
会

長
の
飯
田
様
、
前
Ｏ
Ｂ
会
長
の
横
田
様
を
お
迎
え
し
て
、
令

和
五
年
度
末
で
管
理
換
え
と
な
る
73
式
装
甲
車
の
最
後
を
飾

る
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
観
閲
行
進
を
実
施
し
た
。
ま
た
式
典

に
お
い
て
大
隊
長
か
ら
昭
和
六
十
一
年
に
装
備
化
さ
れ
た
73

式
装
甲
車
が
管
理
換
え
と
な
る
経
緯
を
述
べ
ら
れ
、
隊
員
を

は
じ
め
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
か
ら
も
昔
の
思
い
出
話
や
管
理
換
え

を
惜
し
む
声
が
あ
が
っ
た
。
式
典
を
通
じ
て
73
式
装
甲
車
の

最
後
の
雄
姿
を
見
届
け
る
と
と
も
に
、
伝
統
の
継
承
及
び
帰

属
意
識
の
高
揚
を
図
っ
た
。

初度巡視の様子

さ
ら
ば

Ａ
Ｐ
Ｃ

第
三
十
一
代
第
１
通
信
中
隊
長

着
任

着任式

要望事項

７
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海
藤

雅
光

准
陸
尉

第
八
代

最
先
任
上
級
曹
長

転

入

者

紹

介

着
任
の
辞

本
日
、
第
八
代
第
７
通
信
大
隊
最
先
任

上
級
曹
長
に
上
番
し
た
海
藤
准
尉
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最
先
任
上
級
曹
長
は
決
し
て
偉
く
な
い

こ
れ
は
、
上
に
立
つ
の
は
指
揮
官
で
あ
っ

て
、
上
に
立
つ
教
育
を
受
け
て
い
な
い
私

が
上
に
立
つ
と
、
皆
さ
ん
は
私
の
汚
い
足

の
裏
し
か
見
え
な
い
。
だ
か
ら
背
中
を
見

せ
ら
れ
る
よ
う
に
皆
さ
ん
の
先
頭
を
走
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
後
ろ
に
回
り
背
中
も
押
し
ま
す
。
横
に
行
っ
て
応
援
も
す

る
し
、
一
緒
に
並
ん
で
肩
を
組
ん
で
走
り
ま
す
。
な
の
で
、
准
尉
か
ら
新
隊

員
ま
で
階
級
、
役
職
問
わ
ず
最
先
任
上
級
曹
長
を
頼
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
よ
く
要
望
事
項
を
述
べ
る
最
先
任
上
級
曹
長
が
い
ま
す
が
、
要
望

事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
望
事
項
は
上
に
立
つ
指
導
官
が
従
え
る
隊
員
に
対

し
て
い
う
言
葉
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
番
間
の
私

の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
「
生
き
て
、
笑
顔
で
家
族
の
元
へ
」
を
掲
げ
て
最
先
任

上
級
曹
長
と
し
て
や
っ
て
い
き
ま
す
。

「
生
き
て
笑
顔
で
家
族
の
元
へ
」
そ
の
意
味
は
、
平
時
に
つ
い
て
は
我
々
が

笑
顔
で
家
族
の
元
へ
帰
れ
る
状
態
こ
そ
、
平
和
の
証
拠
で
あ
り
、
国
の
安
全

が
保
た
れ
て
い
て
敵
か
ら
の
脅
威
か
ら
の
抑
止
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
営
外
者
だ
け
で
な
く
、
営
内
者
も
遠
く
離
れ
た
家
族
の
元
へ
、
何
よ

り
七
通
と
い
う
家
族
の
元
へ
器
材
庫
か
ら
、
演
習
か
ら
、
転
属
先
か
ら
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
笑
顔
で
帰
っ
て
来
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
仲
間
の
命
を

守
る
た
め
基
本
基
礎
の
徹
底
は
追
及
し
て
い
き
た
い
し
、
皆
さ
ん
を
自
衛
官

と
し
て
、
心
の
充
実
、
醸
成
さ
せ
る
と
と
も
に
笑
顔
で
勤
務
で
き
る
よ
う
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
、
最
先
任
上
級
曹
長
上
番
中
は
絶
対
に
死
人
を
出
さ
な
い
。

陸
幕
だ
ろ
う
が
、
方
面
だ
ろ
う
が
、
師
団
だ
ろ
う
が
、
７
通
と
い
う
家
族

が
「
生
き
て
笑
顔
で
家
族
の
元
へ
」
帰

れ
る
た
め
に
私
は
戦
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
こ
が
自
衛
隊
生
活
最
後
の

場
所
で
あ
り
、
最
後
の
任
務
だ
と
思
っ

て
ス
タ
ー
ト
か
ら
全
力
で
走
り
続
け
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
、
北
部
方
面
シ
ス
テ
ム

通
信
群
か
ら
通
信
課
総
括
班
長
に

上
番
し
ま
し
た
吉
住
三
佐
で
す
。

陸
自
唯
一
た
る
機
甲
師
団
の
指
揮

の
命
脈
を
担
う
重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

野
外
部
隊
勤
務
は
、
陸
曹
時
代

以
来
二
十
数
年
ぶ
り
で
あ
り
ま
す
が
、
心
通
わ
せ
逞

し
く
勤
務
し
、
所
命
必
遂
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
・
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

師
団
司
令
部
通
信
課
総
括
班
長

三
等
陸
佐

吉
住

健
介

第
二
・
三
係
主
任

一
等
陸
尉

小
森

洋
輔

第
１
通
信
中
隊

二
等
陸
曹

米
山

亮
二

第
２
通
信
中
隊

二
等
陸
曹

清
水

貴
弘

こ
の
度
の
異
動
で
、
中
央
野
外
通
信
群
か

ら
第
１
通
信
中
隊
へ
配
置
に
な
り
ま
し
た
。

三
年
ぶ
り
の
７
通
勤
務
に
な
り
ま
す
が
、
初

心
を
忘
れ
ず
一
日
も
早
く
大
隊
、
中
隊
、
小

隊
の
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
に
日
々
精
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
12
旅
団
司
令
部
付
隊
か
ら
第
７
通
信
第

２
通
信
中
隊
へ
配
置
と
な
り
ま
し
た
清
水
二

曹
で
す
。

人
か
ら
言
わ
れ
る
素
振
り
（
そ
ぶ
り
）
で

は
な
く
、
自
分
か
ら
や
る
素
振
り
（
す
ぶ
り
）

を
日
々
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

第
四
係
主
任

二
等
陸
尉

木
村

祐
太

離
任
最
先
任
上
級
曹
長

下番の挨拶をする
上小鶴准尉

第
２
通
信
中
隊

三
等
陸
曹

大
類

瞬

第
２
通
信
中
隊

二
等
陸
曹

鷲
見

祐
輔

こ
の
度
の
異
動
で
、
愛
知
県
名
古
屋
市
の

第
10
通
信
大
隊
か
ら
第
７
通
信
大
隊
第
２
通

信
中
隊
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
鷲
見
二
曹
で
す
。

私
自
身
、
初
め
て
の
異
動
と
い
う
こ
と
で

緊
張
し
て
い
ま
す
が
、
環
境
、
人
に
慣
れ
、
部
隊
の
戦
力
と

な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
の
異
動
で
第
６
通
信
大
隊
（
神
町
）

か
ら
参
り
ま
し
た
大
類
三
曹
で
す
。

初
め
て
の
全
国
移
動
、
単
身
赴
任
で
不
安

な
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
早
く
人
、
環

境
に
慣
れ
第
７
通
信
大
隊
の
為
に
頑
張
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

心
通
わ
せ

逞
し
く

令
和
六
年
三
月
十
八
日
付
で
第

７
通
信
大
隊
第
二
・
三
係
主
任
の

職
を
拝
命
し
た
小
森
一
尉
と
申
し

ま
す
。

歴
史
と
伝
統
あ
る
大
隊
で
勤
務

で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思
う
と
と
も
に
、
与
え
ら
れ

た
重
責
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

大
隊
の
さ
ら
な
る
精
強
化
、
延
い
て
は
任
務
必
成

に
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
に
は
ご
助

力
と
あ
わ
せ
て
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
の
程
よ
ろ

し
く
お
願

い
し
ま
す
。こ

の
度
、
第
四
係
主
任
を
命
ぜ

ら
れ
た
木
村
二
尉
で
す
。

陸
自
の
決
戦
戦
力
で
あ
る
機
甲

師
団
の
通
信
を
担
う
第
七
通
信
大

隊
の
兵
站
幕
僚
と
し
て
大
隊
長
を

積
極
的
に
補
佐
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
補
給
整
備
業
務
は
陸
曹
以
来
実
施
し
て
入

な
い
た
め
、
こ
れ
を
機
に
一
か
ら
勉
強
す
る
所
存
で

す
。ま

た
、
第
二
・
三
係
と
連
携
し
、
各
種
教
育
訓
練

等
に
万
全
に
望
ん
で
い
き
ま
す
。
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令和５年度 冬季戦技競技会

令
和
六
年
二
月
三
日
（
土
）
市
内
フ
ジ
ボ
ウ
ル
に
お
い

て
、
稲
妻
会
主
催
に
よ
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

現
役
隊
員
も
参
加
し
、
稲
妻
会
会
員
の
皆
様
と
親
睦
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
部
管
理
中
隊
清
水
一
曹
は
、
令
和
六
年
一
月
九
日
～

二
月
七
日
ま
で
の
間
、
第
二
二
〇
期
上
級
陸
曹
課
程
に
教

育
入
校
中
の
と
こ
ろ
、
成
績
優
秀
に
つ
き
、
教
育
隊
長
賞

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
隊
は
、
令
和
五
年
度
大
隊
冬
季
戦
技
競
技
会
を
二

月
十
五
日(

木)

北
海
道
大
演
習
場
東
千
歳
地
区
に
お
い

て
実
施
し
、
各
中
隊
は
、
休
暇
明
け
か
ら
訓
練
を
積
み

重
ね
、
本
競
技
会
に
臨
ん
だ
。

本
年
度
は
、
個
人
走
、
女
性
自
衛
官
、
ア
キ
オ
曳
行

新
渡
道
の
部
四
種
目
の
競
技
が
実
施
さ
れ
、
新
配
置
隊

員
、
新
渡
道
の
隊
員
は
、
慣
れ
な
い
ス
キ
ー
で
一
生
懸

命
走
り
ぬ
い
た
。

①

競
技
会
は
第
１
通
信
中
隊
が
優
勝

②

一
人
の
け
が
人
も
出
す
こ
と
な
く
無
事
終
了
し
た
。

新配置隊員 アキオ曳行女性隊員

大
隊
は
、
令
和
六
年
二
月
十
七
日
（
土
）
に
創
隊
六
十
三
周

年
記
念
式
典
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
千
歳
に
お
い
て
記
念
会

食
を
行
い
、

通
稲
妻
会
会
長
及
び
会
員
、
更
に
千
歳
副
市
長

品
田
様
、
千
歳
地
方
防
衛
協
会
顧
問
梅
尾
様
、
Ｏ
Ｂ
等
現
役
隊

員
も
含
め
約
百
八
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
会
食
は
、
大
隊

長
の
挨
拶
、
鏡
開
き
に
続
き
、
稲
妻
会
会
長
飯
田
様
の
乾
杯
で

会
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
と
の
歓
談
の
中
、
「
第

通
信

大
隊
の
令
和
五
年
度
の
各
種
訓
練
、
支
援
行
事
」
を
ス
ラ
イ
ド

上
映
し
て
、
会
を
盛
り
上
げ
た
。
そ
の
後
、
最
先
任
上
級
曹
長

の
上
小
鶴
准
尉
の
音
頭
に
よ
り
、
「
第

通
信
大
隊
歌
」
を
熱

唱
し
、
大
隊
の
精
強
化
と
七
通
稲
妻
会
と
の
連
携
強
化
を
祈
念

し
、
通
信
課
総
括
班
長
の
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
り
、
創
隊
記

念
会
食
を
終
了
し
ま
し
た
。

大隊長の挨拶

全員で大隊歌熱唱会場全体万歳三唱稲妻会会長の乾杯

来賓、OB及び主要幹部の記念撮影

稲妻会ボウリング大会

令和５年度「大隊冬季戦技競技会優勝」第１通信中隊

大
隊
創
隊
六
十
三
周
年
記
念
会
食

個人走

活

躍

隊

員

来年もがんばりましょう！

７

７

７



栄

典

業

務

死
亡
叙
勲
に
関
す
る
手
続
き
及
び
お
願
い

自
衛
隊
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
現
職
中
の
功

績
と
一
定
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
方
は
叙
勲

の
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
死
亡
叙
勲
に
付
き
ま
し
て
は
、
御
遺
族

か
ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
手
続
き
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
期
間
が
限
ら
れ

て
お
り
こ
の
期
間
を
過
ぎ
ま
す
と
叙
勲
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
万
が
一
、
御
本

人
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
死
亡
日
を

含
め
五
日
以
内
に
最
寄
り
の
防
衛
省
各
機
関
、

部
隊
等
へ
連
絡
す
る
こ
と
を
御
家
族
共
々
、
く

れ
ぐ
れ
も
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
お
願
い
致

し
ま
す
。

ま
た
、
元
隊
員
の
死
亡
情
報
を
知
り
得
た

場
合
も
、
連
絡
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
併

せ
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

令和６年５月 ほ く と し ち せ い 第１１１号（４）

♡こんにちは赤ちゃん♡

指

定

等

賞

詞

結菜（ゆいな）ちゃん
６年２月１４日生

（１中 重松３曹 長女）

蒼介（そうすけ）くん
５年１２月２９日生

（本中 津田２曹 長男）

昇

任

人

事

往

来

本
部
管
理
中
隊

准
陸
尉

河
野

弘
美

令
和
七
年
二
月
二
十
七
日
付

大

本

２

中

本

管

１

中

本

中

２

中

三
佐

一
尉

准
尉

木

村

祐

太

矢

部

博

明

畑

中

大

樹

井

上

基

松

木

孝

樹

宮

崎

裕

也

第
７
師
団
長
表
彰

第
三
級
賞
詞
（職
務
遂
行
）

第
７
通
信
大
隊
長
表
彰

第
四
級
賞
詞
（業
務
改
善
）

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
（健
軍
）へ

東
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
（朝
霞
）へ

第
１
通
信
大
隊
（練
馬
）へ

１

中

第

高
射
特
科
隊
（八
戸
）へ

２

中

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
（健
軍
）へ

１

中

第
五
級
賞
詞
（業
務
改
善
））

松

木

孝

樹

宮

崎

裕

也

鈴

木

一

輝

八

幡

直

樹

松

木

記

曹
長

曹
長

陸
士
長

三
佐

三
佐

一
尉

一
尉

二
尉

准
尉

曹
長

二
曹

宮

本

荒

士

堀

祐

通

日

下

茂

稲

葉

賢

治

福

田

亮

上
小
鶴

誠

矢

部

博

明

須

藤

清

一

（三
等
陸
尉
）へ

１

中

１

中

１

中

曹
長

２

中

曹
長

２

中

曹
長

瀧

川

史

大

第
一
四
五
期
陸
曹
候
補
生

２

中

二
曹

二
曹

三
曹

三
曹

三
曹

富

岡

賢

一

鈴

木

雄

希

飯

塚

貴

士

山

田

裕

樹

白

石

哲

平

令
和
六
年
二
月
一
日
付

指
定
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大

本

同同

二
尉

曹
長

一
曹

一
曹

二
曹

二
曹

堀

祐

通

稲

葉

賢

治

上
小
鶴

誠

恵那（えな）ちゃん
５年１２月７日生

（２中 室本３尉 長女）

六
年
度
定
年
予
定
者

本
部
管
理
中
隊

准
陸
尉

中
山

幸
弥

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
付

『
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
へ
』

大
隊
は
、
「
飲
酒
運
転
の
根

絶
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
「
殺
人
行
為
」
で

す
。
不
幸
な
隊
員
を
出
さ
な
い

た
め
に
も
、
ご
家
族
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
四
級
賞
詞
（職
務
遂
行
）

１

中

一
尉

日

下

茂

（転

入
）

北
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
（札
幌
）か
ら

通
信
課

通
信
学
校
（久
里
浜
）か
ら

大

本

北
部
方
面
総
監
部
防
衛
部
（札
幌
）か
ら

１

中

第

旅
団
司
令
部
付
隊
（相
馬
原
）か
ら

２

中

第

通
信
大
隊
（守
山
）か
ら

２

中

中
央
野
外
通
信
群
（久
里
浜
）か
ら

１

中

第
６
通
信
大
隊
（神
町
）か
ら

２

中

三
佐

一
尉

一
尉

二
曹

二
曹

二
曹

三
曹

吉

住

健

介

小

森

洋

輔

萬

谷

亘

清

水

貴

弘

鷲

見

祐

輔

米

山

亮

二

大

類

瞬

本

中

２

中

１

中

同

二
尉

三
曹

三
曹

同

福

田

亮

八

幡

直

樹

夏

井

友

宏

井

上

祐

太

第
四
級
賞
詞
（車
両
無
事
故
五
万
キ
ロ
）

本

中

二
曹

豊

岡

一

臣

本

中

２

中

本

中

２

中

１

中

一
曹

一
曹

二
曹

二
曹

三
曹

森

俊

一

武

田

智

昭

吉

村

克

彦

須

藤

清

一

松

木

記

第
五
級
賞
詞
（業
務
改
善
）

第
五
級
賞
詞
（職
務
遂
行
）

１

中

三
曹

鈴

木

一

輝

６年３月２５日入籍
本中 ３尉 蛭田 一寿

かおりさん

♡結婚

しました♡

２

中

三
曹

高

橋

昇

平

柚子葉（ゆずは）ちゃん
６年３月２５日生

（本中 村内３曹 次女）

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（転

出
）

第

通
信
隊
（那
覇
）へ

通
信
課

通
信
学
校
（久
里
浜
）へ

大

本

同１

中

第

通
信
大
隊
（神
町
）へ

大

本

中
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
（大
久
保
）へ

本

中

北
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
（安
平
）へ

大

本

第
１
後
方
支
援
連
隊(

練
馬)

へ

２

中

第
１
通
信
大
隊(

練
馬)

へ

２

中

本

中

２

中
156101

13 12

・採用条件 １５歳以上３３歳未満
・入隊を希望する人
・自衛隊に関心のある人
・災害派遣、国際貢献に興味のある人
・詳しい説明を受けたい人
第１係 援護広報まで連絡下さい。
(情報は中学校１年生からでも結構です)


